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令和５年９月２５日発行  

◇ 長沼町小中一貫教育重点テーマ 「一人一人の学びをしっかり支え、誰一人取り残すことのない教育の実現」 

◇ 目指す児童・生徒像         「長沼を愛し、学び・行動し・協働して未来を切り拓く人」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長沼小学校 学校だより 長沼中学校 

『令和 5年後期 新たな気持ちで！』  長沼小学校長 高羅 正次 

 今年の夏はお盆を過ぎても猛暑が収まらず、北海道全域に熱中症警戒アラートが発令されるなど、学校生

活においても肉体的・精神的に厳しい環境となりました。本校でも、暑さ対策として４日間に及ぶ授業短縮

（午前授業）措置をとり、子供たちの健康・安全を確保できるようにと努めましたが、保護者の皆様には酷暑

の状況からお子さんの安全について案じられていた方も多かったのではないかと思います。今後も子供たち

が安全・安心に学校に来ることができるよう十分に配慮していきたいと考えておりますが、何かお気づきの

点やご不明な点がございましたら、遠慮なく学校までご連絡・ご相談ください。 

 ４月６日にスタートした前期も１０月５日に終業式を迎えます。そして、１０月１０日より令和５年度の

後期の活動が始まります。子供たちが成長していく過程においては、区切りを大切にすることが必要だと考

えています。学校では、６年という大きな区切り（卒業式）１年という区切り（修了式）。そして前期後期と

いう区切（始業式・終業式）を設定していしています。区切り区切りのところで、自分自身の成長の様子や行

動を振り返ったり、もう一度目標を確かめ、新たなスタートをきることが、さらなる成長つながる重要な機会

だと考えるからです。さて、１０月５日の後期終業式を令和５年度の折り返し点ととらえ、今年度の前期後半

に向け、新たなスタートをきりました。学校では、この区切りに、これまでの教育活動の成果や課題の解決状

況等を振り返るとともに、もう一度学校目標を確かめ、さらなる子供たちの成長につなげることができるよ

うにしていきたいと考えております。 

今年度の長沼小学校の学校経営重点テーマは「『つながり』をひろげ、子供たちが学校に来てよかったと思

える学校の実現」です。このテーマの具現化に向け、学校と家庭･地域のつながりの拡充に向けて精一杯取り

組んでまいりますので、「みんなではぐくむ長沼の子」を合い言葉として、保護者・地域の皆様には変わらぬ、

ご支援・ご協力を宜しくお願いいたします。 

『後輩への思い』～筒渕生徒会長の言葉から～  長沼中学校長 尾花 靖宏 

９月１日に開催しました第１０回学校祭には、たくさんの保護者の皆様にご来校いただき、心から感謝申

し上げます。コロナによる制限があけて、行事のたびに「○年ぶりの開催」と言われます。本校の学校祭も３

年ぶりの合唱が行われました。ただ、「○年ぶり」という表現は過去を知っている人が使う言葉であって、今

回の学校祭は子どもたちにとって、「はじめての学校祭」であったはずです。昨年も取り組んだミニチュア建

造物や集団画はあるものの、初めてとなった合唱はどのように学級で取り組めば良いか、悩みながらだった

はずです。特に生徒会役員は、コロナ禍で実施した学校祭の経験を参考にしながら、全校生徒が思い出に残

る、楽しい行事にするためにたくさん悩んだことと思います。また、猛暑のために、午前授業となった中、準

備時間も確保できず業務を自宅に持ち帰る役員もいました。仲間のために力を注いだ生徒会役員の活躍はと

てもうれしいことです。 

学校祭終了後、生徒会長の筒渕圭翔さんと校長室で学校祭を振り返る話しをしました。「全校のみんなが盛

り上がってくれて、本当にうれしかった。いい学校祭だったと思います」と伝えてくれました。さらに、「後

輩の１・２年生には、今回の学校祭の経験を生かして、もっと盛り上がる自分たちの学校祭をつくってほし

い」と思いを語っていました。そして、校長の私に次のようなお願いを話しました。 

「校長先生、新しい生徒会役員が決まったら、役員の思いや考えを校長室で聞いてくれませんか。そして、

１・２年の新しい役員の思いを校長先生が支えてくれませんか」 

私は筒渕さんに「ありがとう。必ず話しを聞く場面をつくるね」と約束をしました。28日の役員選挙後、新

しい生徒会役員と話をしながら、「生徒自身が決められる学校づくり」を考えていきたいと思います。 



  

  

9 月 6 日（水）、3 年 1 組の学級で研究授業を行いました。校内全職員が

参観する中、3年 1 組の子供たちと、担任の神谷先生の、信頼関係で結ばれ

た素敵な授業が展開されました。教科書とノートに加え、一人一台端末の

iPadで「ロイロノート」というアプリを駆使しての授業は、友達の意見を見

ることができたり、友達に自分の意見を見てもらうこともできます。本校が

目指す「『つながり』をひろげ、子供たちが学校に来て良かったと思える学校

に実現」に即し、自分と友達の意見をつなげ、対話によって広げていく授業

が展開されました。放課後の授業反省会では、先生達から具体的な意見が活

発に交流されました。11 月 17 日には、公開研究会も予定しています。パワーアップした授業を、さらに長沼

小学校の子供たちに還元してまいります。 

 

 

9 月 9 日（土）、全校児童で「１日防災学校」

を行いました。１時間目は全校で地震を想定した

避難訓練。長沼消防の方にも参観していただき、

避難するときの様子やグラウンドに集合すると

きの速さなど「言うこと無し！」と褒めて頂きま

した。後は低中高学年に分かれ学習しました。 

低学年は、防災カルタで遊びながら「防災」に

ついて学びました。また、ビニール袋でカッパを

作ったり、新聞紙でスリッパを作ったり、非常時

に身の回りにある物で防災グッズを作る方法を

学びました。 

中学年は、非常持ち出し品の意味を考えたり、

長沼町の備蓄品の試食を全員で行いました。コロ

ナ禍ではできなかった体験です。美味しかったよ

うで、お代わりを欲しがる児童もいました。また、

長沼消防の方による応急手当の体験学習で人工

呼吸や AED の使い方など、本格的な応急手当体

験に子供たちも真剣に取り組んでいました。 

高学年は、札幌管区気象台の方による防災学習で、実際の大雨の動画やわかりやすい資料で説明してくださり、

「水害」について学びました。児童の感想では「お家の人と地震が起きたときにはどうすればよいかを話してお

きたい」と防災の意識の高まりを感じることができました。また、「クロスロード」という防災シミュレーション

ゲームをしました。災害時に「もし自分ならどんな決断を下すのか」を交流し合うゲームです。グループ毎に自

分の決断を理由を付けて説明する姿は、実際に災害に直面した緊張感も見られ、良い経験となりました。 

「自分の命は自分で守る」ことは、自分一人ではなく周りの人と協力することを学んだ一日となりました。 

 

 

 

 9 月 12日（火）、タンチョウ学習の一貫で 5 年生全

員が「舞鶴遊水池」へ見学＆生き物採集へ行きました。

生き物採集では、小川の中に入っての採集で、子供たち

も歓声をあげながら、採集を行っていました。遊水池に

は様々な生き物が生息していて、その環境がタンチョ

ウの繁殖に必要不可欠であること、また、その環境を守

ることが今を生きるみんなの役割であることを学びました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１日（金）に第１０回 長沼中学校学校祭を開催しました。『全力疾走 -ＮＥＷ ＣＯＬＯＲ-』をテーマに１０年の節

目を新たなスタートにし、新たな長沼中学校の文化を創造していく…そんな生徒たちの強いメッセージが作品や発

表に込められた学校祭となりました。また、３年ぶりに実施した学級ごとの合唱発表は、全学年が経験のないもので

したが、どの学級も心を合わせて、素晴らしいハーモニーを会場に響かせてくれました。かつての学校祭に戻すとい

う考えではなく、自分たちの力で新たな伝統を築こうとする生徒会を中心とした生徒たちの活動は、準備期間も含

め、コロナ禍からやっと解放されつつある新たな長沼中学校の息吹を感じさせるものとなりました。 

また、当日は多くの保護者の皆様にもご参観いただけました。体育

大会に続いて、学校祭も全日参観可能となり、こちらも日常が戻りつ

つあります。今後とも、行事の参観などを可能な範囲で拡大していき

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月７日(土)に本校体育館にて、本校吹奏楽部による第１０回定期

演奏会を開催します。当日は１３：３０開場、１４：００開演となります。当

日は、今年の吹奏楽コンクールでの演奏曲を始め、この１年間の練習の

成果をお越しいただく皆さんにお届けしようと、部員たちも準備を進

めています。 

今年度は、久々に夕焼け市での演奏など、地域の皆様に演奏をお聴きいただける機会が増えたことを生徒たちも

喜んでいます。１０月１日(日)には、札幌ブラスバンドとのコンサート（１４：００開演／長沼中学校体育館／前売り券５

００円・当日券７００円）も控えています。芸術の秋を楽しむひとときに、是非足をお運びください。 

言葉やコミュニケーションなどに課題を感じている生徒に対して、一

人一人の特性に応じた教育支援を今年度から行っています。詳細に 

ついての問い合わせや相談については、まず、学級担任にお知らせください。 



 


